
災
害
の
話
題

に
事
欠
か
な
い

昨
今
で
あ
る
。

阪
神
淡
路
大
震

災
か
ら
30
年
、

東
日
本
大
震
災

か
ら
約
14
年
が
経
過
す
る
。
今

年
に
入
っ
て
か
ら
も
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
情
報
が
出
さ
れ
る
ほ

ど
の
強
い
地
震
、
北
日
本
か
ら

東
西
日
本
の
日
本
海
側
を
中
心

と
し
た
地
域
の
豪
雪
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
で
の
山
火
事
が
相
次
い

で
い
る
。
今
後
、
戦
争
を
含
む

災
害
時
の
医
療
の
在
り
方
の
検

討
は
喫
緊
の
課
題
だ
▼
災
害
時

の
医
療
に
は
ス
ピ
ー
ド
が
必

須
。
ま
ず
、
被
災
現
場
へ
の
医

療
支
援
方
法
が
問
わ
れ
る
。
そ

し
て
、
マ
ン
パ
ワ
ー
と
安
全
な

救
護
活
動
場
所
の
確
保
、
医
薬

品
の
調
達
と
輸
送
、
通
信
設
備

な
ど
各
種
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
・

確
保
は
、
医
療
支
援
に
不
可
欠

だ
。
ま
た
、
災
害
状
況
、
場
所
、

気
候
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
医
療

支
援
の
内
容
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

に
変
え
る
必
要
が
あ
る
▼
歯
科

と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
医
療

支
援
な
ど
の
経
験
も
踏
ま
え
、

自
ら
が
医
療
を
担
当
し
て
い
る

地
域
で
災
害
な
ど
が
起
き
た
ら

ど
う
対
応
す
る
の
か
、
一
度
は

自
分
の
中
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
必
要
が
あ
る
。
地
域
に

お
い
て
は
行
政
、
医
療
関
連
機

関
と
連
携
を
密
に
で
き
る
手
段

を
講
じ
る
必
要
も
あ
る
。（
Ｆ
）

News　View

医療DX加算 ４月から見直し

2025年度に高点数個別指導 実施の公算

歯科用貴金属改定情報（３月～）
金パラは引き上げに

２

教えて！会長!! Vol.92
立憲民主党の「保険証復活法案」について

５

確定申告は「定額減税」に注意！
記入を忘れずに

３

経営・税務相談Q＆A
採用に関するQ&A～新規採用の定着・解雇・退職～

４

震災と歯科医師-東北・能登の現状-
 宮城県保険医協会・井上博之理事長
 石川県保険医協会・平田米里副会長

８

東京歯科保険医協会東京歯科保険医協会

第５３回定期総会のご案内
　第53回定期総会を以下の日程で開催し
ます。参加方法などは本紙や協会ホーム
ページなどで順次お知らせしますので、
ご案内までお待ちください。なお、記念記念
講演には、東京新聞記者の長久保宏美氏講演には、東京新聞記者の長久保宏美氏
が登壇し、  「マイナ保険証と保険証廃止―が登壇し、  「マイナ保険証と保険証廃止―
担当記者の担当記者の２２年間」（仮）をテーマにご講演年間」（仮）をテーマにご講演
いただく予定です。いただく予定です。

 開催日時 開催日時
 ２０２５２０２５年年６６月月１５１５日(日)日(日)
 午後 午後２２時30分～時30分～７７時45分時45分
   総会議事　午後   総会議事　午後２２時30分～時30分～４４時15分時15分
   記念講演　午後   記念講演　午後４４時30分～時30分～６６時00分時00分
   懇  親  会　午後   懇  親  会　午後６６時15分～時15分～７７時45分時45分
 開催場所 開催場所
   TKP市ヶ谷カンファレンスセンター   TKP市ヶ谷カンファレンスセンター
 ▶住所：新宿区市谷八幡町 ▶住所：新宿区市谷八幡町８８番地番地
 　　　　ＴＫＰ市ヶ谷ビル 　　　　ＴＫＰ市ヶ谷ビル

２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改

定
に
向
け
た
議
論
が
、
こ
れ
か

ら
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

（
以
下
、
中
医
協
）
で
始
ま

り
、
年
末
に
は
改
定
率
も
決
定

さ
れ
る
見
込
み
だ
。
東
京
に
目

を
向
け
れ
ば
、
厳
し
い
経
営
の

医
療
機
関
が
多
い
。
昨
年
10
月

に
実
施
し
た
「
会
員
の
意
識
と

実
態
調
査
」（
以
下
、
会
員
調

査
）
の
結
果
を
基
に
、「
ユ
ニ

ッ
ト
１
台
当
た
り
の
保
険
収

益
」
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
半

数
近
い
会
員
が
、
厚
生
労
働
省

が
23
年
５
月
に
実
施
し
た
「
第

24
回
医
療
経
済
実
態
調
査
」（
以

下
、
実
調
）
を
下
回
っ
て
い
た

（
図
）。次
期
改
定
に
向
け
て
、

大
幅
な
プ
ラ
ス
改
定
を
要
望
す

る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

半
数
強
が
実
調
を
下
回
る

図
は
、
会
員
調
査
の
調
査
項

目
で
あ
る
１
カ
月
間
の
総
点
数

の
設
問
を
基
に
作
成
。
な
お
、

回
答
は
「
５
万
点
〜
10
万
点
未

満
」
の
よ
う
に
幅
を
持
た
せ
た

選
択
肢
で
調
査
し
て
い
る
た

め
、
各
選
択
肢
の
下
限
値
を
用

い
て
「
年
間
○
万
円
以
上
」
と

の
形
式
で
整
理
し
た
。
ま
た
、

「
５
万
点
未
満
」（
年
間
600
万

円
未
満
）
の
選
択
肢
は
「
年
間

300
万
円
以
上
」
と
み
な
し
、
ユ

ニ
ッ
ト
数
に
お
い
て
「
６
台
以

上
」
と
の
回
答
は
除
い
て
計
算

図　ユニット１台当たりの保険診療の年間売上

医療経済
実態調査による最頻値

840.7 万円 
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し
た
。

実
調
で
は
、
最
頻
値
の
保
険

収
益
は
２
千
522
万
１
千
円
で

平
均
ユ
ニ
ッ
ト
数
は
3
台
と

報
告
さ
れ
て
い
る
た
め
、
全

国
の
ユ
ニ
ッ
ト
１
台
当
た
り

の
保
険
収
益
は
840
万
７
千
円

と
の
試
算
と
な
る
。
そ
の
結

果
、
ユ
ニ
ッ
ト
１
台
当
た
り

の
保
険
収
益
に
関
し
て
は
、
半

数
超
の
会
員
が
実
調
を
下
回
る

結
果
と
な
っ
た
。

総
枠
拡
大
を
争
点
に

24
年
度
診
療
報
酬
改
定
後
、

中
医
協
で
は
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体

制
整
備
加
算
の
見
直
し
な
ど
が

議
論
さ
れ
た
。
し
か
し
、
歯
科

医
療
現
場
の
厳
し
い
現
状
を
反

映
し
た
議
論
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
近
年
の
物
価
高
騰

で
医
療
機
関
の
経
営
は
以
前
に

も
増
し
て
厳
し
く
な
っ
て
お

り
、
患
者
に
お
い
て
も
生
活
防

メリットを感じていない
84.6％

メリットを感じている
15.4％

マイナ保険証を
利用して
メリットを感じるか
（N=960）

マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
マ

イ
ナ
保
険
証
保
有
者
の
約
８
割

が
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
お
ら

ず
、
半
数
が
利
用
時
に
ト
ラ
ブ

ル
を
経
験
し
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

こ
れ
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

反
対
連
絡
会
（
石
川
敏
明
事
務

局
長
）
が
、
２
０
２
４
年
12
月

23
日
か
ら
今
年
１
月
31
日
ま
で

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

間
集
約
（
1
月
7
日
ま
で
の
回

答
を
集
約
）
結
果
を
公
表
し
た

も
の
。
調
査
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上

の
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利

用
し
、
同
会
の
Ｘ
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ

ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
で
回
答
を
呼
び
か

け
、
中
間
集
約
ま
で
に
８
千
371

人
が
回
答
し
た
。

回
答
者
の
う
ち
、
既
に
マ
イ

ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い
る
人

の
84
・
６
％
が
「
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
て
い
な
い
」
と
し
、
従
来

の
健
康
保
険
証
廃
止
に
つ
い
て

は
95
・
６
％
が
反
対
だ
っ
た
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
時

に
は
、「
顔
認
証
が
上
手
く
で

き
な
か
っ
た
」「
暗
証
番
号
を

忘
れ
て
し
ま
っ
た
」「
本
人
確

認
が
で
き
ず
、
健
康
保
険
証
を

見
せ
て
対
応
し
た
」
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
を
経
験
し
て
い
た
。
さ

ら
に
、「
勤
務
先
か
ら
の
マ
イ

ナ
保
険
証
の
ひ
も
付
け
強

要
」「
薬
局
で
執
拗
に
マ
イ
ナ

保
険
証
の
提
示
を
求
め
ら
れ

る
」
な
ど
の
圧
力
を
受
け
た
と

の
報
告
も
あ
っ
た
。

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

は
、
当
協
会
が
実
施
し
た
会
員

向
け
の
調
査
で
も
依
然
と
し
て

資
格
確
認
時
の
ト
ラ
ブ
ル
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
歯
科
医
療
機

関
で
は
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る

の
が
現
状
だ
。
さ
ら
に
、
厚
生

労
働
省
に
よ
れ
ば
１
月
末
ま
で

の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録

解
除
申
請
は
累
計
で
５
万
８
千

426
件
と
な
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
利

用
者
が
多
数
存
在
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

前
述
の
調
査
の
中
で
は
、

「
強
制
と
勘
違
い
し
、
慌
て
て

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
作
成
し

た
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
２
月
20
日
に
参
議
院
議

員
会
館
・
講
堂
で
行
わ
れ
た

「
保
険
証
は
や
っ
ぱ
り
必
要

!!
」（
全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
主
催
）
で
は
、
マ
イ
ナ
保
険

証
対
応
に
苦
慮
す
る
医
療
機

関
、
介
護
施
設
か
ら
そ
の
実
態

が
報
告
さ
れ
た
。

マ
イ
ナ
保
険
証
や
健
康
保
険

証
に
関
す
る
正
し
い
情
報
の
周

知
を
図
り
、
理
解
を
深
め
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
当
協
会

は
、
引
き
続
き
歯
科
医
療
機
関

の
ト
ラ
ブ
ル
や
患
者
の
状
況
を

踏
ま
え
、
行
政
や
国
会
議
員
へ

の
要
請
を
続
け
て
い
く
。

マ
イ
ナ
保
険
証

８
割
が
「
メ
リ
ッ
ト
感
じ
ず
」

９
割
が
健
康
保
険
証
廃
止
に
反
対

総
枠
拡
大
へ
現
場
の
訴
え
を
届
け
よ
う

東
京
の〝
低
い
〞保
険
収
益
を
改
善
へ

石破総理・福岡厚労大臣に向け

高額療養費制度の見直し撤回を
要請書提出

協
会
は
、
２
月
13
日
付
け
で

石
破
茂
内
閣
総
理
大
臣
、
福
岡

資
麿
厚
生
労
働
大
臣
宛
て
に
要

請
書
「
高
額
療
養
費
制
度
の
見

直
し
は
『
一
部
修
正
』
で
は
な

く
撤
回
を
」
を
提
出
し
た
。

政
府
は
昨
年
12
月
25
日
、
患

者
が
支
払
う
医
療
費
の
自
己
負

担
限
度
額
（
高
額
療
養
費
制

度
）
を
見
直
し
、
す
べ
て
の
所

得
区
分
に
お
い
て
月
額
の
負
担

上
限
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を

閣
議
決
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
２
０
２
５
年
８
月
か
ら
27

年
８
月
に
か
け
、
自
己
負
担
上

限
額
を
段
階
的
に
引
き
上
げ
る

見
直
し
が
25
年
度
政
府
予
算
案

に
盛
り
込
ま
れ
、
１
月
24
日
に

召
集
さ
れ
た
通
常
国
会
で
審
議

が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
患
者
団
体
な
ど
の

当
事
者
の
切
実
な
訴
え
に
よ

り
、
長
期
の
治
療
を
受
け
る
患

者
向
け
の
「
多
数
回
該
当
」
に

限
り
、
負
担
増
を
取
り
や
め
る

と
い
う
修
正
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
多
数
回

該
当
の
上
限
額
だ
け
を
修
正
し

た
場
合
、
負
担
が
軽
く
な
る
の

は
ご
く
一
部
で
あ
り
、
患
者
を

「
線
引
き
」
す
る
こ
と
に
も
な

る
。
そ
の
た
め
、
高
額
療
養
費

制
度
の
見
直
し
は
、
修
正
で
は

な
く
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
。
協

会
は
、
引
き
続
き
高
額
療
養
費

制
度
の
自
己
負
担
上
限
額
を
引

き
上
げ
る
見
直
し
の
全
面
撤
回

を
引
き
続
き
求
め
て
い
く
（
２

面
に
続
く
）。

　協会は、昨年12月２日以降のマイナ保
険証に関連するトラブル調査を実施しま
す。３月上旬に会員の先生方にFAXで
送付する予定ですので、ご協力のほどよ
ろしくお願いいたします。

12.2以降のマイナ保険証
窓口トラブル調査
ご協力のお願い

衛
意
識
の
高
ま
り
も
あ
る
。

協
会
は
、
歯
科
医
療
費
の
総

枠
拡
大
を
目
指
し
て
２
月
よ
り

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
求
め
る
請
願
署
名
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
要
求
は
、
①
窓

口
割
合
の
引
き
下
げ
、
②
歯
科

治
療
の
範
囲
拡
大
、
③
歯
科
医

療
に
係
る
予
算
の
引
き
上
げ
の

３
点
だ
。
こ
れ
は
、
医
療
機
関

と
患
者
の
ど
ち
ら
も
納
得
で
き

る
内
容
で
あ
る
。

署
名
用
紙
は
、「
月
刊
保
団

連
」
２
月
号
に
同
封
し
て
会
員

に
配
布
し
た
ほ
か
、
希
望
者
に

は
追
加
の
署
名
用
紙
や
待
合
室

に
置
く
だ
け
の
「
歯
科
署
名
セ

ッ
ト
」
を
無
料
配
布
し
て
い

る
。
ス
タ
ッ
フ
も
少
な
い
労
力

で
患
者
さ
ん
に
署
名
を
呼
び
か

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ぜ
ひ
、

ご
協
力
・
ご
活
用
い
た
だ
き
、

現
場
の
訴
え
を
行
政
に
届
け
よ

う
（
３
面
に
続
く
）。

６研究会・行事のご案内
口管強の追加研修ほか

（ 1） 第６６０号 ２０２５年（令和７年）３月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918
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待合室に置く「歯科署名セット」

署名セット
注文フォーム

「保険証は必要」―国会議員に訴えた



３月から金パラの告示価格は１g 当たり３,０１０円から３,２３０円に引き上げとなり、30g あたりでは

９０,３００円から９６,９００円に引き上げとなる。歯科用貴金属の随時改定では、金パラ、銀合金、メ

タルコア、14カラット金合金はすべて引き上げとなった。詳細は表のとおり。

材材
料料 区分区分 点数点数

（（３３月～月～５５月）月）

銀
合
金

インレー（単純）

前歯・小臼歯・
乳歯

208
インレー（複雑） 321
４分の３冠
（乳歯除く） 413

５分の４冠
（乳歯除く） 353

全部金属冠 512
インレー（単純）

大臼歯

218
インレー（複雑） 332
5 分の 4冠 ※1 371
全部金属冠 531

接着冠
前歯 411
小臼歯 351
大臼歯 369

根面被覆 前歯・小臼歯 211
大臼歯 221

レジン前装
金属冠 ※２

前歯
（ブリッジ支台） 1,291

前歯（単冠） 1,287

小臼歯 1,217

銀
合
金

鋳造
ポンティック

小臼歯 491
大臼歯 491

レジン前装金属
ポンティック

前歯 1,253
小臼歯 707
大臼歯 567

キーパー付き
根面板

前歯・小臼歯 817 
大臼歯 828

メタルコア 前歯・小臼歯 216
大臼歯 279

14
カ
ラ
ッ
ト
金
合
金

インレー（複雑）前歯 2,071
4 分の 3冠 前歯 2,601
双子鉤
（鋳造鉤）

犬歯・小臼歯 1,924
小・大臼歯 2,305

二腕鉤
（鋳造鉤）

前歯（切歯） 1,224 
犬歯・小臼歯 1,518
大臼歯 1,904

線鉤
双子鉤 1,192
二腕鉤
（レスト付） 905

材材
料料 区分区分 点数点数

（（３３月～月～５５月）月）

歯科用貴金属改定情報（歯科用貴金属改定情報（３３月～）月～）
金パラは引き上げに金パラは引き上げに

材材
料料 区分区分 点数点数

（（３３月～月～５５月）月）

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金

インレー（単純）

前歯・
小臼歯

456
インレー（複雑） 813 
４分の３冠 1,021
５分の４冠 961
全部金属冠 1,273
インレー（単純）

大臼歯

580
インレー（複雑） 1,005
５分の４冠 ※1 1,215
全部金属冠 1,596 

接着冠
前歯 1,019
小臼歯 959 
大臼歯 1,213

根面被覆 前歯・小臼歯 459
大臼歯 583

レジン前装
金属冠 ※2

前歯
（ブリッジ支台） 2,188

前歯（ブリッジ
支台以外） 2,184

小臼歯 2,114 
鋳造
ポンティック

小臼歯 1,420 
大臼歯 1,743 

レジン前装金属
ポンティック

前歯 1,967
小臼歯 1,620
大臼歯 1,803 

双子鉤
（鋳造鉤）

犬歯・小臼歯 1,078
小・大臼歯 1,307

二腕鉤
（鋳造鉤）
（レスト付）

前歯（切歯） 819
犬歯・小臼歯 865
大臼歯 958

コンビネーショ
ン鉤

前歯 536
犬歯・小臼歯 558 
大臼歯 605

キーパー付き
根面板

前歯・小臼歯 1,309
大臼歯 1,501

鋳造バー 2,136
ローチの
バークラスプ

1歯 1,287
2 歯以上 1,307

 厚生労働省医療指導監査室

2025年度に高点数個別指導 実施の公算2025年度に高点数個別指導 実施の公算
事務連絡で「高点数」の運用を明記

厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療
課

の
医
療
指
導
監
査
室
は
１
月
27

日
付
で
各
地
方
厚
生
局
医
療
課

に
対
し
、「
令
和
7
年
度
に
お

け
る
高
点
数
を
理
由
と
す
る
個

別
指
導
に
つ
い
て
」
の
事
務
連

絡
を
出
し
た
。
こ
れ
は
、
２
０

２
５
年
度
に
実
施
さ
れ
る
「
高

点
数
」
を
理
由
と
す
る
個
別
指

導
の
取
り
扱
い
を
示
し
た
も
の
。

事
務
連
絡
で
は
、
個
別
指
導

は｢
指
導
大
綱
ど
お
り
実
施

す
る｣
と
し
て
い
る
が
、
集

団
的
個
別
指
導
に
つ
い
て
は
23

年
度
に
集
団
的
個
別
指
導
を
実

施
し
た
保
険
医
療
機
関
の
う

ち
、
24
年
度
も
高
点
数
保
険
医

療
機
関
に
該
当
し
た
医
療
機
関

を
25
年
度
の
個
別
指
導
の
対
象

と
し
た
。
た
だ
し
、「
高
点

数
」
に
よ
る
個
別
指
導
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
25
年
度
に
対

象
と
な
る
保
険
医
療
機
関
の
上

位
よ
り
概
ね
半
数
程
度
（
最
大

で
上
位
４
％
程
度
）
を
選
定
し

た
上
で
、
さ
ら
に
19
年
度
の
平

均
点
数
が
上
位
か
ら
概
ね
8
％

の
範
囲
に
あ
る
保
険
医
療
機
関

を
対
象
と
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
20
年

度
以
降
は
「
高
点
数
」
を
理
由

と
し
た
個
別
指
導
は
行
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
が
、
24
年
度
か
ら

指
導
の
実
施
が
計
画
さ
れ
た
。

協
会
が
、
関
東
信
越
厚
生
局
東

京
事
務
所
に
開
示
請
求
し
た
資

料
で
は
、
24
年
度
指
導
計
画
に

お
い
て
８
件
が
予
定
さ
れ
て
い

た
。
そ
こ
か
ら
推
察
す
る
と
、

25
年
度
に
お
い
て
も
厚
労
省
の

事
務
連
絡
に
基
づ
き
、「
高
点

数
」
に
よ
る
個
別
指
導
が
計
画

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

協
会
で
は
、
今
後
も
行
政
資

料
の
開
示
請
求
な
ど
を
通
じ

て
、
会
員
に
個
別
指
導
の
現
状

を
周
知
し
て
い
く
。

な
お
、
保
険
診
療
や
カ
ル
テ

記
載
な
ど
に
つ
い
て
改
め
て
確

認
し
た
い
と
考
え
る
会
員
に
も

３
月
30
日
㈰
に
新
規
開
業
医
講

習
会
（
６
面
参
照
）
を
開
催
す

る
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
い
た
だ
き

た
い
。

初
診
料
に
対
す
る
加
算
で
あ

る
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備
加

算（
医
Ｄ
Ｘ
）と
在
宅
医
療
Ｄ
Ｘ

情
報
活
用
加
算（
在
Ｄ
Ｘ
）が
４

月
診
療
分
か
ら
見
直
さ
れ
る
。

施
設
基
準
に
お
い
て
電
子
処
方

箋
を
発
行
す
る
体
制
を
有
し
て

い
る
こ
と
の
経
過
措
置
が
２
０

２
５
年
３
月
31
日
ま
で
と
さ
れ

て
い
た
が
、
電
子
処
方
箋
の
導

入
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
か

ら
、４
月
１
日
以
降
に
つ
い
て

は
電
子
処
方
箋
の
要
件
な
し
の

区
分
が
設
け
ら
れ
た
。電
子
処

方
箋
を
導
入
し
て
い
な
い
医
療

機
関
の
点
数
に
変
更
は
な
い
。

な
お
、
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用

率
の
実
績
要
件
は
４
月
か
ら
引

き
上
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に

は
、
10
月
以
降
の
実
績
要
件
は

７
月
を
目
途
に
検
討
さ
れ
、
設

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険

部
会
で
示
さ
れ
た
電
子
処
方
箋

の
導
入
状
況
は
、
25
年
１
月
12

日
現
在
、
病
院
311
施
設
（
３
・

９
％
）、
医
科
診
療
所
８
千
172

施
設
（
９
・
９
％
）、
歯
科
診
療

所
１
千
10
施
設
（
１
・
７
％
）

に
留
ま
っ
て
お
り
普
及
が
進
ん

で
お
ら
ず
、
低
調
で
あ
る
。

ま
た
、
昨
年
12
月
19
日
、
電

子
処
方
箋
で
医
師
の
処
方
と
異

な
る
薬
剤
が
薬
局
で
表
示
さ
れ

る
不
具
合
が
生
じ
た
こ
と
か

ら
、
シ
ス
テ
ム
を
停
止
し
、
導

入
済
み
の
医
療
機
関
・
薬
局
に

一
斉
点
検
を
求
め
る
と
い
う
事

案
が
発
生
し
た
。
電
子
処
方
箋

導
入
済
み
の
医
療
機
関
で

は
、
処
方
箋
発
行
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
マ
イ
ナ
保
険
証
受

け
付
け
時
に
シ
ス
テ
ム
に
自
動

ア
ク
セ
ス
す
る
が
、
そ
の
た
び

に
エ
ラ
ー
で
受
付
処
理
が
止
ま

る
な
ど
の
混
乱
を
来
し
た
。
当

初
、
点
検
は
同
20
日
か
ら
24
日

と
さ
れ
た
が
、
点
検
期
間
は
延

長
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム
再
開
は
27

日
に
な
っ
た
。
電
子
処
方
箋
の

導
入
率
が
低
い
段
階
で
既
に
問

題
が
起
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
拙
速
な
導
入
推
進
は
時
期

尚
早
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

在宅医療ＤＸ情報活用加算
～２０２５年３月 電子処方箋
在ＤＸ ８点 導入不問

２０２５年４月～９月 電子処方箋
在ＤＸ１ ９点 導入済
在ＤＸ２ ８点 未導入

医療 DX加算医療 DX加算

４月から見直し４月から見直し

引
き
上
げ
対
象
は

引
き
上
げ
対
象
は

全
年
代
の
全
所
得
階
層

全
年
代
の
全
所
得
階
層

現
役
世
代
の
保
険
料
負
担
軽

減
な
ど
を
理
由
に
、
第
一
段
階

と
し
て
２
０
２
５
年
８
月
に
高

額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

区
分
５
階
層
の
年
収
区
分
そ
れ

ぞ
れ
に
対
し
て
定
率
の
引
上
げ

を
行
い
、
第
二
段
階
と
し
て
26

年
８
月
に
13
階
層
に
細
分
化
し

上
限
額
を
引
き
上
げ
、
さ
ら
に

27
年
８
月
に
引
き
上
げ
る
と
し

て
い
る
。

今
回
の
自
己
負
担
上
限
額
引

き
上
げ
は
す
べ
て
の
年
代
、
所

得
階
層
が
対
象
と
さ
れ
て
お

り
、
文
字
通
り
高
額
療
養
費
制

度
を
利
用
す
る
１
千
250
万
人
全

員
に
と
っ
て
打
撃
と
な
る
。
引

き
上
げ
額
も
、
70
歳
未
満
の
現

役
世
代
の
年
収
650
万
円
か
ら
770

万
円
の
階
層
で
は
、
最
終
的
に

１・７
倍
（
27
年
８
月
か
ら
）、

金
額
と
し
て
月
額
約
５
万
円
の

大
幅
な
負
担
増
で
あ
る
。

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

（
保
団
連
）
が
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
基
づ
く
要
請

や
患
者
団
体
な
ど
当
事
者
か

ら
の
「
治
療
中
断
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
」「
必
要
な
治
療

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
い
う
切
実
な

声
に
よ
り
、
長
期
の
治
療
を

受
け
る
患
者
向
け
の
「
多
数

回
該
当
」
に
限
り
、
負
担
増

を
取
り
や
め
る
と
い
う
修
正

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。そ

も
そ
も
重
篤
な
疾
患
で
治

療
を
継
続
し
て
い
る
患
者
に
さ

ら
な
る
負
担
を
強
い
て
、
財
源

を
捻
出
す
る
と
い
う
手
法
そ
の

も
の
が
社
会
保
障
の
概
念
と
は

相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
公

的
医
療
保
険
の
仕
組
み
を
根
幹

か
ら
突
き
崩
す
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
な
る
負
担
増
は
行
わ
ず

必
要
な
医
療
を
す
べ
て
の
国
民

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
高
額
療

養
費
制
度
の
自
己
負
担
上
限
額

の
引
き
上
げ
の
即
時
撤
回
を
望

む
。

高
額
療
養
費
制
度
（
１
面
か
ら
続
く
）

医療DX推進体制整備加算
～２０２５年３月

点数 マイナ保険証
利用率 電子処方箋

医DX１ ９点 30％
導入不問医DX２ ８点 20％

医DX３ ６点 10％

２０２５年４月～９月

点数 マイナ保険証
利用率 電子処方箋

医DX１ 11点 45％
導入済医DX２ 10点 30％

医DX３ 8点 15％
医DX４ 9点 45％

未導入医DX５ 8点 30％
医DX６ 6点 15％

＜施設基準＞
①オンライン請求を行っている
②オンライン資格確認を行う体制を有している
③薬剤情報、特定健診情報などを、閲覧または活用
できる体制

④電子処方箋により処方箋を発行できる体制
⑤電子カルテ情報共有サービスにより取得される診
療情報等を活用する体制（経過措置あり）

⑥マイナ保険証の利用率が一定割合以上
⑦医療DX推進の体制に関する事項などを院内掲示 
（HPなどウェブサイトにも掲載）

（ 2）第６６０号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２５年（令和７年）３月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

※１大臼歯の４/５冠は生活歯でブリッジ支台に限る。
※２前歯またはブリッジ支台の小臼歯に限る。



東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（３） 第６６０号 ２０２５年（令和７年）３月1日（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

総
枠
拡
大
に
は
何
が
必
要
な
の
か
？

会
員
調
査
か
ら
考
え
る
現
制
度
の
問
題
点

（
１
面
か
ら
続
く
）
２
０
２

４
年
10
月
に
協
会
が
実
施
し
た

「
会
員
の
意
識
と
実
態
調

査
」（
以
下
、
会
員
調
査
）
に

お
け
る
「
ユ
ニ
ッ
ト
1
台
当
た

り
の
保
険
収
益
」
を
み
る
と
、

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
第
24

回
医
療
経
済
実
態
調
査
（
以

下
、
実
調
）
の
数
値
よ
り
、
低

い
値
の
集
団
と
高
い
値
の
集
団

の
２
つ
に
分
か
れ
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
両
者
の

比
較
か
ら
、
歯
科
の
総
枠
拡
大

に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を
考
え
て
い

き
た
い
。

年
齢
や
開
業
歴
で

年
齢
や
開
業
歴
で

保
険
収
益
に
有
意
差
は
な
い

保
険
収
益
に
有
意
差
は
な
い

ま
ず
、
年
代
お
よ
び
開
業
歴

と
保
険
収
益
の
関
係
を
ま
と
め

た
と
こ
ろ
表
１
と
な
っ
た
。
会

員
調
査
で
は
、「
20
歳
代
」
な

ど
回
答
の
選
択
肢
に
幅
が
あ
る

た
め
、
選
択
肢
の
下
限
値
を
用

い
て
集
計
し
、
開
業
歴
が
「
４

年
以
下
」
に
つ
い
て
は
２
年
と

み
な
す
な
ど
の
処
理
を
行
っ
て

い
る
。

年
齢
の
平
均
を
み
る
と
、
ユ

ニ
ッ
ト
１
台
当
た
り
の
保
険
収

益
が
高
い
集
団
は
55
・
６
歳

で
、
低
い
集
団
よ
り
も
５
・
２

歳
若
か
っ
た
。
ま
た
、
開
業
歴

の
平
均
に
つ
い
て
は
、
保
険
収

益
が
高
い
集
団
は
16
・
５
年

で
、
低
い
集
団
よ
り
も
３
・
３

年
短
か
っ
た
。
た
だ
、
有
意
差

は
、
年
齢
お
よ
び
開
業
歴
の
ど

ち
ら
も
認
め
ら
れ
ず
、
若
い
会

員
は
保
険
収
益
が
高
い
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。

保
険
収
益
が
高
い
診
療
所
は

保
険
収
益
が
高
い
診
療
所
は

人
員
体
制
が
充
実
し
て
い
る

人
員
体
制
が
充
実
し
て
い
る

患
者
数
、
労
働
時
間
お
よ
び

人
員
体
制
と
の
関
係
を
ま
と
め

て
み
る
と
、
表
２
に
な
る
。

ユ
ニ
ッ
ト
１
台
当
た
り
の
保

険
収
益
が
高
い
集
団
は
患
者
数

が
多
い
が
、
人
員
体
制
に
お
い

算
定
で
き
る
点
数
が
多
い
と

算
定
で
き
る
点
数
が
多
い
と

保
険
収
益
は
高
ま
る

保
険
収
益
は
高
ま
る

算
定
す
る
点
数
の
影
響
を
ま

と
め
る
と
表
３
と
な
る
。
な

お
、
参
考
と
し
て
、
ユ
ニ
ッ
ト

1
台
当
た
り
の
保
険
収
益
に
は

影
響
し
な
い
が
、
訪
問
診
療
に

お
い
て
も
同
様
の
比
較
を
行
っ

協
会
は
２
月
20
日
に
確
定
申

告
個
別
相
談
会
を
開
催
し
、
協

会
顧
問
税
理
士
が
会
員
４
名
に

対
し
、
個
別
に
確
定
申
告
の
相

談
を
受
け
た
。「
確
定
申
告
を

す
る
前
の
最
終
的
な
確
認
を
し

た
い
」「
特
措
法
26
条
を
活
用

し
た
い
」
な
ど
の
相
談
や
、
２

０
２
４
年
に
導
入
さ
れ
た
定
額

減
税
、
賃
上
げ
促
進
税
制
の
解

説
を
求
め
る
会
員
も
い
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
毎
年
自
分

で
確
定
申
告
を
し
て
い
る
の
で

（
協
会
の
税
理
士
に
よ
る
相
談

会
は
）
心
強
い
」「
年
々
、
追

加
・
変
更
さ
れ
る
制
度
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明
を
し
て
も
ら
え

る
の
で
安
心
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

２０２４年に定額減税が導入され、確定申告書に記入欄が新設され
ました。オンライン申告の「e－Tax」では、扶養親族の記入漏れが
ない限り自動で反映されます。しかし、紙申告の場合は記入が必要で
すので忘れずに行ってください。
記入方法は、１．「令和６年分の所得税及び復興特別所得税の確定申
告書」第一表（図１）の「令和６年分特別税額控除44」欄には、本人
分、同一生計配偶者分、扶養親族分を合わせた人数と金額を記載しま
す。２．第二表（図２）の「配偶者や親族に関する事項(⑳～㉓、34、39、
44)｣ の一番右の ｢その他｣ 欄に ｢２｣ と記入します。ただし、個人事業
者本人の２０２４年の合計所得金額が１,８０５万円を超える場合は、定
額減税の対象となりません。事業専従者分は給与支払い時に減税され
ているため、定額減税の対象に含みませんのでお気を付けください。

令 和 ６ 年 分
特別税額控除
(３万円×人数）

人
数 44３ ９ ０ ０ ０ ０

☝減税額は
　対象人数

×３万円

☝この金額
を記入

確定申告は「定額減税」に注意！
記入を忘れずに

○配偶者や親族に関する事項（⑳～㉓、34、39、44）
氏　名 個人番号 続柄 生年月日 障害者 国外居住 住宅 住民税 その他

東京 花子 配偶者 60.６.１

東京 太郎 子 26.９.１

☝同一生計配偶者、または扶養親族の
　方のその他欄に「２」を記載

扶

国外国外 年調年調 特個特個 別居別居16障 特障特障

国外国外 年調年調 特個特個 別居別居16障 特障特障

図１ 第一表 図２ 第二表

このあたり!このあたり!

このあたり!このあたり!

２

２

明・大
昭・平
明・大
昭・平

定額減税、賃上げ
促進税制にも解説

確定申告確定申告
個別相談会個別相談会

て
は
常
勤
の
歯
科
衛
生
士
数
が

最
も
差
が
大
き
か
っ
た
。
保
険

収
益
が
低
い
集
団
の
平
均
人
数

は
０
・
５
人
で
、
雇
用
し
て
い

な
い
、
ま
た
は
で
き
て
い
な
い

歯
科
診
療
所
が
相
当
数
あ
る
の

に
対
し
て
、
保
険
収
益
が
高
い

集
団
の
平
均
は
１
・
２
人
と
２

倍
以
上
多
く
、
概
ね
一
人
以
上

は
雇
用
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ

た
。診

療
報
酬
の
引
き
上
げ
を
行

い
、
診
療
体
制
の
充
実
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要

と
い
え
よ
う
。

複
雑
で
実
態
に
合
わ
な
い

複
雑
で
実
態
に
合
わ
な
い

不
合
理
是
正
も
重
要
な
視
点

不
合
理
是
正
も
重
要
な
視
点

次
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
算
定

が
伸
び
な
い
理
由
に
つ
い
て
考

え
た
い
。
そ
の
理
由
は
、
厚
労

省
が
行
っ
た
「
令
和
４
年
度
診

療
報
酬
改
定
の
結
果
検
証
に
係

る
特
別
調
査
（
令
和
５
年
度
調

査
）
の
報
告
」
を
み
れ
ば
明
ら

か
で
あ
る
（
図
）。
医
学
的
な

理
由
を
除
け
ば
、
算
定
の
頻
度

が
実
態
に
合
わ
な
い
こ
と
や
算

定
要
件
の
複
雑
さ
が
主
な
理
由

で
あ
る
。
算
定
要
件
の
複
雑
さ

を
指
摘
す
る
回
答
は
、
口
機
能

や
小
機
能
で
も
一
定
数
存
在
す

る
。
算
定
し
な
い
の
で
は
な

く
、
算
定
要
件
が
複
雑
で
厳
し

い
た
め
算
定
し
づ
ら
い
の
で
あ

る
。こ

の
算
定
要
件
の
不
合
理
さ

を
解
決
す
る
こ
と
は
、
今
後
の

要
求
活
動
の
重
要
な
視
点
で
あ

る
。
協
会
は
、「
保
険
で
よ
り

良
い
歯
科
医
療
の
実
現
」
を
求

め
る
請
願
署
名
を
「
月
刊
保
団

連
２
月
号
」
に
同
封
し
て
会
員

表１　ユニット１台当たりの保険収益に与える要因（年齢・開業歴）

ユニット1台当たりの
保険収益

Ｐ値 有意差
(P<0.05)

低い集団 高い集団

年齢（平均） 60.8歳 55.6歳 0.22 ×

開業歴（平均） 19.8年 16.5年 0.44 ×

表２　ユニット１台当たりの保険収益に与える要因（患者数・診療体制）

ユニット１台当たりの
保険収益

Ｐ値 有意差
(P<0.05)

低い集団 高い集団

１日の平均患者数（平均） 10.1人 20.0人 0.00 ○

＜回答した歯科医師＞
１週間の労働時間（平均） 29.8時間 34.2時間 0.04 ○

人員
体制

常勤の歯科医師数
（平均） 1.1人 1.2人 0.00 ○

常勤の歯科衛生士数
（平均） 0.5人 1.2人 0.00 ○

常勤の歯科助手数
（平均） 0.7人 1.1人 0.00 ○

ユニット数（平均） 2.6台 2.9台 0.00 ○

た
。
そ
の
結
果
、
保
険
収
益
が

高
い
集
団
は
、
低
い
集
団
と
比

べ
て
概
ね
ど
の
項
目
も
多
く
点

数
を
算
定
し
て
い
た
。

た
だ
、
既
存
の
歯
科
診
療
所

の
視
点
で
考
え
る
と
、
導
入
の

ハ
ー
ド
ル
に
は
差
が
あ
る
。
歯

周
病
安
定
期
治
療
（
Ｓ
Ｐ
Ｔ
）

は
特
に
追
加
の
機
材
は
必
要
な

く
、
小
児
口
腔
機
能
管
理
料

（
小
機
能
）
は
口
腔
内
・
口
腔

外
を
撮
影
で
き
る
カ
メ
ラ
が
必

要
な
だ
け
で
あ
り
、
初
期
投
資

の
費
用
を
考
え
る
と
比
較
的
導

入
は
し
や
す
い
。
一
方
、
口
腔

機
能
管
理
料
（
口
機
能
）
は
舌

圧
測
定
器
な
ど
の
測
定
機
器

が
、
訪
問
診
療
は
切
削
器
具
に

加
え
て
訪
問
診
療
の
時
間
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
、
必
ず
し

も
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
な
い
。

そ
の
た
め
、
自
院
や
患
者
の

状
況
を
分
析
し
て
導
入
し
や
す

い
も
の
か
ら
順
次
、
取
り
入
れ

る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
推
進
を

図
る
た
め
の
施
策
の
要
求
を
す

る
こ
と
が
今
後
の
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
い
え
よ
う
。

表３　ユニット1台当たりの保険収益に与える要因（提供する歯科医療）

ユニット１台当たりの
保険収益

Ｐ値 有意差
(P<0.05)

低い集団 高い集団

ＳＰＴを実施している者の割合 43.8％ 59.3％ 0.41 ×

全レセプト枚数に対する割合
（平均） 4.5% 7.3% 0.00 ○

口機能を実施している者の割合 7.5% 13.7% 0.00 ○

小機能を実施している者の割合 5.1％ 15.3% 0.00 ○

訪問診療を実施している者の割合 17.6％ 26.1％ 0.00 ○

扶

0 10 20 30 40 50 60 70 80
無回答

その他

ＳＰＴにおける管理の方法が分からないため

対象となる患者の要件が分からないため

ＳＰＴの算定要件が複雑であるため

ＳＰＴの実施頻度が算定要件と合わないため

歯周基本治療を継続する方が適切であるため

（％）

図　SPTの対象になる可能性があるが、算定しなかった理由（複数回答）

62.7%

　　　　   21.9%

　　　　   21.7%

　 7.7%

　6.6%

　　　15.5%

2.1%

に
配
布
し
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
い
る
。
本
署
名
は
今
の
通

常
国
会
に
提
出
す
る
予
定
で
あ

り
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

追
加
の
署
名
用
紙
や
署
名
セ

ッ
ト
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
協

会
へ
電
話
（
03
―
３
２
０
５
―

２
９
９
９
）、
ま
た
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
い
た

だ
き
た
い
。

な
お
、「
会
員
の
意
識
と
実

態
調
査
」
は
現
在
、
最
終
的
な

デ
ー
タ
集
計
を
進
め
て
い

る
。
記
事
内
の
数
値
、
表
記
は

途
中
集
計
デ
ー
タ
を
基
に
し
て

作
成
し
た
こ
と
に
ご
留
意
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。 

（相続、賃借契約のトラブル、記帳や仕分け方法など何でもご相談ください） 
 

日日  時時：：３３月２７日（木） 午後 2 時～5 時 

定定  員員：：６名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 

 

無料相談トトララブブルル対対策策はは早早めめのの対対応応ががポポイインントト  

法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

Ａ１　遅刻や欠勤の理由によっては、労働基準法
の解雇制限により解雇できないこともあります。
先生の診療所では、就業規則を作成しています
か。作成している場合は、就業規則内で解雇につ
いてどのように定めているかを改めて確認してく
ださい。
　解雇には、「客観的に合理的な理由」および
「社会通念上相当」であることが求められます。
突然解雇とするのではなく、注意・指導し、改善
されない場合、段階的に対応することが必要で
す。例えば、口頭で注意する→始末書を書かせる
→退職勧奨をする、などの段階的な対応です。
　今は、インターネットで簡単に弁護士を探し、
依頼できる時代です。解雇の話をスタッフにする
のは簡単ですが、逆に、「不当解雇だ」と訴えら
れ、相談をいただくケースも増加しています。
「スタッフから依頼を受けたという弁護士から突
然内容証明が届いた。今まで何人も解雇してきた
が、このようなことはなかった…。どうすればよ
いか」と、慌てて相談にくる方もいます。
　解雇を検討する場合は、それに伴う今後のリス
クを考慮し、慎重に対応することをお勧めしま
す。

経営・税務相談Ｑ＆Ａ　No.426

会員は会員は１１冊冊無料!無料!
２０２５２０２５年度最新の年度最新の
　　　　税務対応版を発行!税務対応版を発行! 申し込みフォーム

▶▶▶

採用に関するQ&A
～ 新規採用の定着・解雇・退職 ～

～過去の採用関連記事のご案内～
　以前、東京歯科保険医新聞に掲
載した、採用に関する記事もぜひ
ご覧ください。
２０２４年３月号４面「新規採

用に向けての準備 ～労働条件通
知書と社会保険完備について～」

ＱＱ１１　最近、勤務　最近、勤務３３カ月目の当院スタッフが、カ月目の当院スタッフが、
突発的に欠勤や遅刻をする日が増えた。突発的に欠勤や遅刻をする日が増えた。
業務にかなり支障を来している。解雇で業務にかなり支障を来している。解雇で
きるのか。きるのか。

Ａ２　まず、トラブル防止のため、書面による退
職届の提出を求めましょう。退職届には、提出日
・退職日・退職理由を記載させます。退職撤回と
ならないよう、退職届を受理・承諾したことをメ
ールなどの記録が残る方法で返答しておくことも
重要です。また、退職が確定したら、そのスタッ
フへの私物の引き取り要請や、貸与物返却要請も
行ってください。

を減らすことが有効です。
　雇い入れ時には、労働契約締結の際に労働条件
を書面で明示することが院長側に義務付けられて
いますので、必ず行ってください。
　また、採用後は先輩のスタッフに対応をすべて
一任している先生も多いと思います。しかし、採
用後も院長からスタッフの様子を気にかけ、日常
的に話しかけたり、時には面談をして、悩みごと
がないかなどを聞いて交流を図ることも大切で
す。

ＱＱ２２　勤務開始　勤務開始１１カ月のスタッフが突然出勤しカ月のスタッフが突然出勤し
なくなり、退職したいというショートメなくなり、退職したいというショートメ
ールのみが来た。このまま退職の手続きールのみが来た。このまま退職の手続き
をするつもりだが、注意点はあるか。をするつもりだが、注意点はあるか。

ＱＱ３３　やっと新しいスタッフを採用できること　やっと新しいスタッフを採用できること
になったので、長く続けてもらいたい。になったので、長く続けてもらいたい。
何か、良い方法はあるか。何か、良い方法はあるか。

『杳かなる』 上映情報

▼映画の詳細、全国の上映館の情報などは、
　公式ホームページ（右のQR）でご確認ください。

①CINEMA Chupki TABATA
　（北区東田端２-８- ４）
　日時：３月16日㈰～ 30日㈰

②横浜シネマ・ジャック＆ベティ
　（神奈川県横浜市中区若葉町３-５１）
　日時：３/１㈯～ ３/７㈮

「東京歯科保険医新聞」２月１日号７
面でご紹介した映画です。

東京反核医師の会映画上映会のご案内東京反核医師の会映画上映会のご案内

震災と原発事故から13年後の福島でPTSDなどこころの病に苦しむ
被災者と、被災者を支える医療従事者たちを追ったドキュメンタリー
映画「生きて、生きて、生きろ。」の上映会を開催します。

監督：島田陽磨/出演：蟻塚亮二 米倉一磨/配給：日本電波ニュース社/2024年/113 分

「生きて、生きて、生きろ。」「生きて、生きて、生きろ。」

日時：３月29日（土）午後３時～６時（本編の上映は午後３時～５時）
※ 上映後、島田監督および蟻塚医師、米倉看護師を交えてミニシンポジ
ウムを行います。

会場：東京保険医協会セミナールーム
　　　（新宿区西新宿３-２- ７ KDX新宿ビル４F）
参加費：無料
お申込み・お問合せ：東京反核医師の会
　　　　　　　　　　（東京歯科保険医協会内）☎03-3205-2999

Ａ３　やっと採用できても、短期間で辞めてしま
うケースはよくあります。退職に至る原因は有休
の取得や給与などの条件面、研修やOJTなどの
教育面、業務内容やスキルアップなどさまざまで
す。面接時には、医院の実態をきちんと伝えた
り、医院の職場見学を行うなどして、ミスマッチ

　確定申告はもちろん、日々悩みがちな会計処
理、スタッフの税務、開院・承継・閉院の手続
きなど、医院経営に関わる要点が１冊にまとま
っています。
　書籍をご希望の方は、右上のQRを読み込
み、必要事項とアンケートをご入力のうえ、お
申込みください。

※会員に１冊無料でお送りします。２冊目以
降は、有料(１冊1,500円)での販売となりま
す。

※書籍の発送は、お申し込み後、１週間程度
です。予めご了承ください。

　
東
京
都
は
２
０
２
５
年
１

月
か
ら
、
物
価
高
騰
に
直
面

す
る
医
療
機
関
な
ど
の
負
担

軽
減
に
向
け
た
緊
急
対
策
と

し
て
、
都
内
に
開
設
し
て
い

る
医
療
機
関
な
ど
に
対

し
、
支
援
金
支
給
事
業
を
行

っ
た
。

　
支
援
金
の
交
付
申
請
は
、

事
前
に
申
込
手
続
き
が
必
要

で
、
な
お
か
つ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ

る
手
続
き
が
前
提
と
な
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
申
請
手
続

き
と
は
異
な
る
方
法
で
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
支
援
金
申
込

期
間
は
19
日
間
と
短
く
、
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
も
繋
が
り
に

く
い
な
ど
、混
乱
が
広
が
っ
た
。

　
協
会
に
は
、
支
援
金
の
申

込
受
付
が
締
め
切
ら
れ
た
１

月
27
日
以
降
「
都
へ
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
申
込
が
で
き
な
か
っ

た
。
申
請
は
も
う
で
き
な
い

の
か
」
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

が
寄
せ
ら
れ
た
。
今
回
の
支

援
金
の
申
請
に
関
し
て
は

(1)
ｊ
Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ
ｓ
を
利
用

　
し
た
申
請
手
続
き
が
複
雑

　
で
あ
っ
た

(2)
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
請
が
前
提
と
な
　

　
っ
た

(3)
申
請
期
間
が
短
か
っ
た

　
な
ど
の
対
応
困
難
な
状
況

に
よ
り
、
申
し
込
み
が
で
き

な
か
っ
た
医
療
機
関
が
発
生

し
た
。
中
に
は
、
ｊ
Ｇ
ｒ
ａ

ｎ
ｔ
ｓ
の
申
請
だ
け
を
行
っ

て
し
ま
っ
た
医
療
機
関
も
あ

っ
た
。

　
こ
の
支
援
金
事
業
は
、
物

″煩雑申請″で手続き漏れ医療機関も

価
高
騰
に
直
面
す
る
医
療
機

関
な
ど
の
負
担
軽
減
に
向
け

た
緊
急
対
策
と
し
て
行
わ
れ

て
お
り
、
物
価
高
騰
に
苦
し

む
す
べ
て
の
医
療
機
関
が
受

給
す
る
べ
き
も
の
だ
。

　
東
京
都
も
支
援
金
の
周
知

に
当
た
り
、
ハ
ガ
キ
を
送
る

な
ど
一
定
の
試
み
を
し
て
は

い
る
が
、
申
し
込
み
が
で
き

な
か
っ
た
医
療
機
関
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め

協
会
で
は
東
京
都
に
対

し
、
医
療
機
関
等
物
価
高
騰

緊
急
対
策
支
援
金
の
手
続
き

漏
れ
の
医
療
機
関
を
対
象

に
、
支
援
金
受
付
の
２
次
募

集
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
る

要
望
書
を
２
月
14
日
に
提
出

し
た
。

東
京
都
の
医
療
機
関
向
け
支
援
金

追
加
受
付
の
要
望
書
を
提
出

追
加
受
付
の
要
望
書
を
提
出



（ 5） 第６６０号 ２０２５年（令和７年）３月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

立
憲
民
主
党
は
２
０
２
５
年

1
月
28
日
に
「
医
療
保
険
の
被

保
険
者
証
等
の
交
付
等
の
特
例

に
関
す
る
法
律
案
」（
以
下
、

保
険
証
復
活
法
案
）
を
衆
議
院

に
提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

従
来
の
「
紙
の
保
険
証
」
の
新

規
発
行
を
再
開
し
て
健
康
保
険

証
と
し
て
復
活
さ
せ
、
マ
イ
ナ

保
険
証
と
の
併
用
を
可
能
と
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
会
が
取
り
組
ん
で
き
た
請

願
署
名
「
現
行
の
健
康
保
険
証

を
残
し
て
く
だ
さ
い
」
の
署
名

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
生
に

は
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
お
手
元
に
署
名
用
紙
が
あ

る
方
は
、
当
会
ま
で
ご
返
送
い

た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
集
め
て
い

た
だ
い
た
署
名
は
、
当
会
活
動

の
重
要
な
柱
「
国
会
行
動
」
を

通
じ
、
署
名
に
賛
同
し
て
い
た

だ
け
る
与
野
党
の
国
会
議
員
に

要
請
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
、

特
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
議
員

に
は
、
本
署
名
を
お
渡
し
し
国

会
に
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
の
活
動
の
模
様
は
、

既
に
本
紙
な
ど
で
報
告
し
、
ご

協
力
い
た
だ
い
た
国
会
議
員
も

紹
介
し
て
い
ま
す
。
署
名
の
趣

旨
や
内
容
上
、
野
党
議
員
に
国

会
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
そ
の
野
党
議
員
に
は
多

く
の
立
憲
民
主
党
所
属
議
員
が

い
ま
す
。
少
な
か
ら
ず
当
会
の

こ
れ
ら
の
活
動
が
背
景
と
な

立
憲
民
主
党
が
「
保
険
証

復
活
法
案
」
を
衆
議
院
に
提

出
し
た
そ
う
で
す
ね
。

　

◆
第
15
回
理
事
会
◆

　
２
月
13
日
㈭
、
午
後
7
時
00

分
〜
９
時
53
分
。
会
長
、
副
会

長
４
名
、
理
事
15
名
、
監
事
２

名
、
事
務
局
12
名
の
出
席
。

【
情
勢
報
告
】　
「
令
和
６
年
度

生
産
性
向
上
・
職
場
環
境
整
備

等
事
業
の
支
援
金
（
18
万

円
）」、
高
額
療
養
費
制
度
の
見

直
し
な
ど
の
報
告
を
確

認
。

【
各
部
活
動
報
告
と
提
案
事

項
】　
「
高
額
療
養
費
制
度
の
見

直
し
は
『
一
部
修
正
』
で
は
な

く
撤
回
を
（
案
）」
の
要
請

書
、
東
京
都
の
物
価
高
騰
支
援

金
（
15
万
円
）
の
二
次
受
付
実

施
を
求
め
る
要
望
書
の
提
出
を

そ
れ
ぞ
れ
確
認
。

　
ま
た
、
会
員
に
対
し
て
「
物

価
高
騰
に
関
す
る
医
療
機
関
の

緊
急
影
響
調
査
」「
２
０
２
４

年
12
月
2
日
以
降
の
マ
イ
ナ
保

険
証
利
用
に
関
わ
る
実
態
調

査
」
を
実
施
す
る
こ
と
を
確

認
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　
第
2

回
代
議
員
会
（
１
月
26
日
）、

第
７
回
保
団
連
歯
科
理
事
会
議

（
２
月
８
日
）、
第
14
回
保
団

連
理
事
会
（
２
月
９
日
）
の
報

告
を
確
認
。
ま
た
、「
２
０
２

６
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け

た
保
団
連
要
求
」
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
。

【
第
53
回
定
期
総
会
に
つ
い

て
】　
６
月
15
日
（
日
）
の
開

催
に
向
け
て
の
準
備
、
主
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　
３
月
1

日
号
、
４
月
１
日
号
の
企
画
案

を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　

２
月
１
日

付
け
会
員
数
６
千
34
名
（
入
会

10
名
、
退
会
13
名
）。

２０２４年度
第15回
理事会

協
会
活
動
日
誌
２
０
２
５
年
２
月

  1 土 東京反核医師の会総会
  2 日 医科歯科連携研究会2024
  4 火 第10回広報・ホームページ部会
  5 水 第 9 回経営管理部会
  6 木 第 9 回財政部会、｢保険で良い歯科
　　  医療を」全国連絡会世話人会
  7 金 第11回総務会議
10 月 受託生保会議、第 7回地域医療部会
12 水 第6回医事相談部会、休保審査会(医科)
13 木 第15回理事会

17 月 医科歯科連携会議
19 水 第 6 回施設基準のための講習会（口
　　  管強の追加研修を希望する方向け）
20 木 会員無料相談デー（法律）、2024年
　　  分確定申告個別相談会、国会内集会
21 金 第 8 回政策委員会
22 土 休保審査会（全国）
23 日 共済制度運営委員会
27 木 医療安全講習会

立
憲
民
主
党
は
、「
医
療
分

野
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る

立
場
」
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で

す
。
協
会
も
デ
ジ
タ
ル
化
そ
の

も
の
に
反
対
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
で

「
国
民
の
不
安
払
拭
な
ど
一
定

の
条
件
が
整
う
ま
で
は
、
従
来

の
健
康
保
険
証
を
使
え
る
よ
う

に
す
べ
き
」と
い
う
内
容
で
す
。

政
府
は
24
年
12
月
２
日
に
健

康
保
険
証
の
新
規
発
行
を
終
了

し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
一
本

化
を
推
進
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率

は
24
年
12
月
時
点
で
約
25
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

立
憲
民
主
党
は
「
国
民
の
間
に

浸
透
し
て
い
な
い
」
と
評
価
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
本
法
案
は
、

資
格
確
認
の
安
全
性
、
国
民
世

「
保
険
証
復
活
法
案
」
の

内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

期
限
は
ど
の
よ
う
に
決
め

る
の
で
す
か
。

機
関
紙
２
月
号
に
つ
い
て
、
通
信

員
50
名
の
便
り
の
中
か
ら
抜
粋
し

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り 

№№
148148148148

◆
最
近
の
マ
イ
ナ
保
険
証
関
連

の
ト
ラ
ブ
ル
や
対
応
、
窓
口

で
の
患
者
さ
ん
の
反
応
は
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
は
い
ま
す

が
、
ど
な
た
も
お
使
い
に
な

り
ま
せ
ん
。

・
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
不
調
。

・
相
変
わ
ら
ず
「
●
」
マ
ー
ク

が
表
示
さ
れ
る
。
ご
本
人
の

記
憶
が
な
い
の
に
、
限
度
額

医
療
証
の
表
示
が
出
て
る
こ

と
が
頻
繁
に
あ
る
。
な
お
か

つ
期
限
が
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。非
常
に
困
惑
し
て
い
る
。

・
マ
イ
ナ
保
険
証
に
情
報
が
入

っ
て
お
ら
ず
、
新
患
登
録
が

で
き
ず
受
付
業
務
に
時
間
が

か
か
っ
た
。

・
時
々
、
診
察
券
入
れ
に
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
と
診
察
券
を
一
緒

に
入
れ
て
く
る
人
が
い
る
。

ながた ・ こうすけ

歯科専門にサイト制

作、運用、コンサル

ティングを行い歯科

関連サイトの運用は

常時120件を数える。

相談室

ITIT

永田 康祐
クレセル株式会社

日
本
で
も
２
０
２
３
年
10
月

１
日
か
ら
、
通
称
「
ス
テ
マ
規

制
」
と
呼
ば
れ
る
ス
テ
ル
ス
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
規
制
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
24
年
の
違
反
事
例

を
ベ
ー
ス
に
ご
説
明
し
ま
す
。

ス
テ
マ
を
一
言
で
説
明
す
る

と
「
や
ら
せ
記
事
」
で
す
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
呼
ば
れ

る
、
い
わ
ゆ
る
有
名
人
に
依
頼

し
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
有
利
な
記
事
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

に
投
稿
さ
せ
、
依
頼
し
た
こ
と

を
隠
し
て
、
そ
の
投
稿
を
宣
伝

し
て
い
く
手
法
で
す
。

24
年
６
月
６
日
に
消
費
者
庁

か
ら
大
森
の
内
科
医
院
に
、
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
の
口
コ
ミ
に
つ
い

て
是
正
の
措
置
命
令
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
来
院
し
た
患
者
に
口

コ
ミ
を
依
頼
す
る
こ
と
自
体
は

違
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
星

５
つ
の
投
稿
を
す
る
と
予
防
接

種
費
用
を
割
引
す
る
こ
と
を
引

き
替
え
に
、
口
コ
ミ
の
投
稿
内

容
の
決
定
に
関
与
し
た
こ
と
な

ど
が
問
題
と
さ
れ
た
よ
う
で

す
。
こ
の
こ
と
は
、
医
療
広
告

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
抵
触
す
る
事

象
で
す
。

本
件
に
つ
い
て
消
費
者
庁
や

大
森
医
師
会
か
ら
は
、
６
月
初

旬
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
報

告
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
当
該
医
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
12
月
16
日
付
け
で
の
報

告
と
な
り
、
対
応
の
遅
さ
も
目

立
ち
ま
し
た
。

◆
信
頼
性
は
そ
れ
ほ
ど
な
い

ネ
ッ
ト
投
稿
の
実
態

無
記
名
で
自
由
に
投
稿
で
き

る
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
の
口
コ
ミ
は

本
来
そ
れ
ほ
ど
の
信
頼
性
は
あ

り
ま
せ
ん
。
見
る
側
も
そ
れ
を

理
解
し
て
判
断
す
る
も
の
で
あ

り
、
医
療
機
関
と
な
れ
ば
な
お

さ
ら
で
す
。
診
療
や
サ
ー
ビ
ス

の
結
果
と
し
て
現
れ
る
多
く
の

反
応
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
お

く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
次
回
は
歯
科
と
Ａ
Ｉ
の
関
わ

　

り
に
つ
い
て
考
察
し
ま
す
。

ステルスマーケティング

その規制事例を見る

ネットの口
くち

コミとの向き合い方

・
後
期
高
齢
者
に
な
っ
た
患
者

さ
ん
。
国
で
は
前
月
ま
で
の

「
前
期
高
齢
者
」
が
有
効
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
受
付

が
気
付
い
て
新
し
い
「
後
期

高
齢
者
」
へ
移
行
。
事
な
き

を
得
ま
し
た
。

・
受
付
の
担
当
者
が
席
を
外
し

て
い
た
時
に
、
新
患
の
男
性

が
ス
ッ
と
入
っ
て
き
て
、
黙

っ
て
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
マ

イ
ナ
保
険
証
を
通
し
、
待
合

室
の
奥
に
座
っ
た
た
め
、
５

分
ほ
ど
で
す
が
そ
の
存
在
に

気
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｄ

Ｘ
化
が
進
む
と
、
人
と
人
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減

る
こ
と
を
小
さ
く
実
感
し
た

瞬
間
で
し
た
。

・
現
状
で
は
、
顔
認
証
の
読
み

取
り
に
時
間
が
か
か
り
、
受

付
業
務
の
手
間
が
増
え
て
い

ま
す
。

◆
２
月
号
８
面
の
図
１
「
保
険

診
療
の
年
間
売
り
上
げ
」

（
個
人
立
の
歯
科
診
療
所
）

を
ご
覧
に
な
っ
て
か
ら
の
ご

感
想
を
。

・「
ど
こ
も
大
変
だ
な
」
と
思

い
ま
し
た
。

・
低
い
と
思
う
。
や
は
り
、

「
医
療
」
の
中
で
よ
り
一
層

「
歯
科
医
療
」
が
重
要
な
こ

と
を
主
張
す
べ
き
。

・
個
人
立
の
歯
科
診
療
所
で
３

千
600
万
円
以
上
売
り
上
げ
て

い
る
と
こ
ろ
は
、
保
険
診
療

を
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。

・
当
院
で
も
、
販
売
品
を
除
い

た
本
来
の
自
費
治
療
費
は
100

万
円
未
満
で
す
。
１
千
万
円

以
上
な
ど
ま
っ
た
く
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
。

 教えて！ 教えて！

 会長!!  Vol. 会長!!  Vol.9292

立
憲
民
主
党
の

「
保
険
証
復
活
法
案
」
に
つ
い
て

り
、
立
憲
民
主
党
が
「
保
険
証

復
活
法
案
」
を
衆
議
院
に
提
出

さ
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
下
の
結
果
に
基
づ
い
て
そ

の
期
限
を
決
め
る
と
し
て
い

ま
す
。

①
電
子
資
格
確
認
に
よ
る
被
保

険
者
な
ど
で
あ
る
こ
と
の

確
認
が
安
全
か
つ
確
実
に

行
わ
れ
る
た
め
の
環
境
整

備
の
状
況

②
被
保
険
者
な
ど
が
療
養
を
受

け
る
際
の
保
険
証
の
利
用

の
状
況

③
保
険
証
の
廃
止
が
高
齢
者
お

よ
び
障
害
者
を
は
じ
め
と

論
、
ま
た
は
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
十

分
な
環
境
整
備
が
整
う
ま
で
、

従
来
の
保
険
証
の
発
行
を
復
活

さ
せ
る
べ
き
だ
と
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
保
険
証
復
活
法
案

は
、
新
規
発
行
が
終
了
さ
れ
た

健
康
保
険
証
の
再
発
行
を
期
限

を
定
め
て
認
め
、
マ
イ
ナ
保
険

証
と
の
併
用
を
可
能
と
す
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
る
被
保
険
者
な
ど
に
支

障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
の
施
策
の
策
定

お
よ
び
実
施
の
状
況

④
保
険
証
の
廃
止
に
関
す
る
国

民
世
論
の
動
向
、
そ
の
ほ

か
の
事
情
を
勘
案
し
て
検

討
す
る

本
稿
執
筆
時
に
は
、
通
常
国

会
で
来
年
度
予
算
の
成
立
に
向

け
て
与
野
党
協
議
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
立
憲

民
主
党
は
本
法
案
に
つ
い

て
、
国
会
会
期
中
の
６
月
ま
で

の
成
立
を
目
指
し
、
野
党
各
党

に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

当
会
は
不
偏
不
党
の
立
場
を

明
確
に
宣
言
し
て
い
ま
す
が
、

多
く
の
声
を
立
法
府
に
届
け
る

活
動
に
よ
り
、
賛
同
し
て
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
議
員
ら
に
感

謝
す
る
意
味
も
あ
り
、
当
会
の

主
張
に
沿
っ
た
法
案
が
提
出
さ

れ
た
こ
と
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

会
長　
坪
田
有
史
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立憲民主党
「医療保険の被保険者証等の交付等の特例に関する法律案」（概要）

現場で役に立つ“本作り”
を目指しています。

〒108-0073 東京都港区三田 3-4-6-801
☎ 03-3798-1778 FAX03-3798-8505お求めは

2024 年 6 月
改正に対応。
保険点数の
ルールブック
A5判
2,530 円（税込）

カルテの手引き 歯科アシスタント
MY BOOK

新人スタッフ
の教育に
スタッフの
再教育に
A5判
1,650 円（税込）

歯科医療事務
症例と解説

初期カリエスか
ら有床義歯まで、
解説付き（カル
テ問題集）です。
B5判
2,750 円（税込）
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ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

【詳細】
日　時　２０２５年度第１回　４月24日（木）午後１時～２時10分
　　　　２０２５年度第２回　５月21日（水）午後１時～２時10分
講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 名誉教授）
　　　　馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
会　場　Web開催　（＊３）
定　員　500名
対　象　会員
参加費　１，０００円
修了証　講演後の確認テストで合格した方に発行し、
　　　　メールでお送りします。
予　約　右のＱＲからご予約ください。

施設基準のための講習会施設基準のための講習会

口管強の追加研修を希望する方向け口管強の追加研修を希望する方向け

担 当　社保・学術部担 当　社保・学術部

２０２５年度第１・２回施設基準のための講習会

【詳細】
日　時　 ３月13日（木）午後１時～２時10分
講　師　濱﨑 啓吾 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　Web開催　（＊３）
定　員　500名
対　象　会員
参加費　１，０００円
修了証　講演後の確認テストで合格した方に発行し、
　　　　メールでお送りします。
予　約　右のＱＲからお申し込みください。

歯初診 ・ 外安全 １ ・ 外感染 ２ ・ 口管強 ・ 歯援診の歯初診 ・ 外安全 １ ・ 外感染 ２ ・ 口管強 ・ 歯援診の
施設基準を新たに届け出る方向け施設基準を新たに届け出る方向け

　この講習会は５種類（または３種類）の施設基準に必要な研修を１日で受
講できる講習会です。
　医療法で定められている年２回の医療安全講習会にも対応しています。
（対象施設基準：歯初診、外安全１、外感染２、口管強、歯援診）

第７回施設基準のための講習会

【詳細】
日　時　３月16日（日）
①のコース　歯初診、外安全１、外感染２、口管強、歯援診…午後１時～６時30分
②のコース　歯初診、外安全１、外感染２　　　　　　　　…午後４時～６時30分

講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 名誉教授）
　　　　坂下 英明 氏  （明海大学 名誉教授／朝日大学 客員教授／我孫子聖仁会病院 口腔外科センター長）
　　　　馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
　　　　森元 主税 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　ワイム貸会議室高田馬場３F（＊２）
定　員　100名
対　象　会員(新規に施設基準を届け出る医療機関)
参加費　①のコース　８，０００円(修了証代込)
　　　　②のコース　５，０００円(　　〃　　)
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
　※　次回開催は６月22日（日）の予定です。

予約フォーム

５月末までに
再届出必須再届出必須

（対象施設基準：口管強）

　2024年３月末時点で「か強診」を届け出て
いた医療機関は経過措置として 2025年５月末
まで「口管強」の要件を満たしているものと
してみなされています。
６月以降も引き続き「口管強」に係る点数

を算定する場合は、本講習会の研修を受講の
上、他の施設基準の要件を満たした上で経過
措置終了までに改めて、施設基準の届出を行
う必要があります。

歯 初 診 の歯 初 診 の
新規届出 ・ 更新を希望する方向け新規届出 ・ 更新を希望する方向け

第８回院内感染防止対策講習会

　歯科診療報酬点数表の初診料の注１に規定す
る施設基準（歯初診）、および歯科外来診療感染
対策加算１（外感染１）の施設基準に対応した
「院内感染防止対策講習会」を開催します。
（対象施設基準：歯初診、外感染１）

研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内
＊1　東京歯科保険医協会：新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階　

交　通　ＪＲ山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
 　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分

＊2　ワイム貸会議室高田馬場：新宿区高田馬場１－29－９ ＴＤビル （交通は上記「＊1」と同じ）
＊3　Web開催・配信はZoomウェビナーを使用します。
※4　東京保険医協会：新宿区西新宿３丁目２番地７号 KDX新宿ビル４階

交　通　「新宿駅」（南口）より徒歩９分、都営新宿線「新宿駅」6番出口より徒歩4分

新 規 開 業 医 講 習 会新 規 開 業 医 講 習 会

　新規個別指導は開業後、概ね半年～８カ月以内の医療機関が選定されてい
ます。指導対策は、通知が届く前の早い段階で準備を進めることが最も大切
です。講習会では、年間100件を超える相談を基に、指導で指摘されやすい
事項を含め、保険診療の基本的なルールやカルテ記載、請求方法、自費と保
険の考え方を丁寧に解説します。
　これから開業を検討しておられる先生や勤務医の先生、改めて保険のルー
ルなどについて確認したいという先生にも、ぜひご参加いただきたい講習会
です。

日　時　３月30日（日）正午～午後５時30分
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室高田馬場（４Ｆ）（＊２）
定　員　50名
対　象　会員・未入会員
参加費　会員１３，０００円、未入会員３０，０００円
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　組織部

予約フォーム

ー新規個別指導を控えている先生、ー新規個別指導を控えている先生、
   改めて保険診療を学びたい先生へー   改めて保険診療を学びたい先生へー

カルテ記載

レセプト請求に

関する情報が満載

保険医協会主催の

研究会の動画を

たくさん配信

デンタルブックなら
　先生の　　　　　が
　　きっと見つかります

「欲しい！」 会員は
無料です‼

院内掲示の

ひな形を

ダウンロード

　デンタルブックは、保険診療を行うすべての歯科医師にとって
必要不可欠な保険請求情報を、体系的に網羅した電子書籍サービ
スです。メールでの情報配信、症例の解説、各種動画配信などを
ご利用いただけます。

新規ご登録は
こちらから

会員・ご家族・従業員の方が
ご利用いただける

"会員優待サービス"
・ FUJIYAMAクラブの優待 （富士急グループの施設優待）

・ サンリオピューロランドの優待 （入園料割引）

・ プリンスホテル （全国のプリンスホテル優待割引）

・ ワイム貸会議室の利用 （会議室の料金割引）

　　など

お申し込みは右のQRから（協会ホームページ）

デンタルブックから
お申し込みください

デンタルブックから
お申し込みください

2 0 2 5 年 度 第2 0 2 5 年 度 第 １１ 回 学 術 研 究 会回 学 術 研 究 会

　保険診療の間接法歯冠修復においては、２０２３年12月に期中収載された
PEEK冠、そして２０２４年度診療報酬改定でのCAD／ CAM冠、CAD／
CAMインレーの大臼歯における適用拡大、エンドクラウンの新設などによ
り、非金属修復に誘導する方向性が示された。間接法のメタルフリー修復で
は、窩洞や支台歯形態の理解、ならびに歯科接着の活用が必須であり、それ
らを理解し、習熟する必要がある。本講演では、間接法メタル
フリー修復の勘所を臨床の実際を含めて解説する。（講師より）

日　時　５月21日（水）午後７時～午後９時
講　師　坪田 有史 氏（東京歯科保険医協会 会長）
会　場　東京歯科保険医協会会議室（＊１）
定　員　会場18名、Web500名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　無料（会場参加の場合、同伴者１名につき１, ０００円）
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　社保・学術部 予約フォーム

〜CAD／CAM冠・インレー、PEEK冠、〜CAD／CAM冠・インレー、PEEK冠、
　　　　エンドクラウンについて〜　　　　エンドクラウンについて〜

保険診療における間接法メタルフリー修復保険診療における間接法メタルフリー修復



（ 7） 第６６０号 ２０２５年（令和７年）３月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

　
国
民
保
護
法
を
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
。
正
し
く
は
「
武
力
攻
撃

事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護

の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法

律
」
の
こ
と
だ
。

      

　
政
府
は
昨
年
１
月
、
台
湾
有

事
な
ど
の
不
測
の
事
態
を
念
頭

に
置
き
、「
先
島
諸
島
の
市
町

村
を
県
外
避
難
の
要
避
難
地
域

に
、
九
州
各
県
及
び
山
口
県
を

避
難
先
地
域
に
、
そ
れ
ぞ
れ
指

定
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
い

う
想
定
で
図
上
訓
練
を
行
っ

た
。
先
島
諸
島
５
市
町
村
（
石

垣
市
・
宮
古
島
市
・
竹
富
町
・

与
那
国
町
・
多
良
間
村
）
か
ら

全
島
民
に
観
光
客
も
含
め
た
12

万
人
を
民
間
の
航
空
機
や
船
舶

を
使
い
６
日
間
で
避
難
さ
せ
る

計
画
。
現
場
か
ら
は
「
現
実
味

が
な
い
」
と
の
声
も
出
て
い

た
。

　
さ
ら
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ

ル
「〝
国
境
の
島
〞
密
着
500
日

防
衛
の
最
前
線
は
い
ま
」（
２

０
２
４
年
12
月
７
日
放
送
）
で

は
、
与
那
国
町
役
場
の
職
員
か

ら
「
避
難
住
民
の
手
荷
物
の
サ

イ
ズ
に
つ
い
て
、
３
辺
の
和
が

100
㎝
以
内
で
統
一
す
る
こ
と
。

最
後
の
避
難
住
民
と
一
緒
に
職

員
も
避
難
す
る
た
め
、
住
民
の

避
難
が
終
了
す
る
と
、
電
気
の

供
給
は
停
止
に
な
る
見
込
み｣

と
、
島
民
向
け
の
説
明
が
あ
っ

た
。
一
般
的
な
旅
客
機
の
機
内

持
ち
込
み
サ
イ
ズ
以
下
の
手
荷

物
一
つ
で
避
難
す
る
こ
と
に
な

る
。

　
こ
の
訓
練
で
は
、
沖
縄
本
島

の
住
民
は
「
屋
内
避
難
」
と
設

定
。
県
民
130
万
人
が
逃
げ
場
を

失
う
こ
と
に
な
る
。
軍
事
活
動

に
使
用
さ
れ
る
空
港
・
港
湾

は
、
国
際
法
上
の
軍
事
目
標
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
る
た
め
、
戦

争
の
際
に
は
攻
撃
が
正
当
化
さ

れ
る
。

　
沖
縄
に
司
令
部
を
置
く
米
軍

第
３
海
兵
遠
征
軍
の
幹
部
は

「
海
兵
隊
員
の
家
族
の
多
く
が

住
む
米
軍
嘉
手
納
基
地
は
、
有

事
の
初
期
段
階
か
ら
主
要
な
標

的
と
な
る
滑
走
路
と
司
令
部
施

設
に
住
宅
地
が
不
快
な
ほ
ど
隣

接
し
て
い
る
」
と
し
て
、
家
族

を
同
行
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い

と
い
う
論
文
を
発
表
し
て
い

る
。１

月
の
保
団
連
代
議
員
会
で

沖
縄
の
代
議
員
か
ら
「『
新
し

い
戦
前
』
を
『
戦

争
前
夜
』
に
さ

せ
な
い
た
め
に
、

沖
縄
を
再
び
戦
場

に
さ
せ
な
い
た
め

に
、
医
療
と
福

祉
、
生
命
と
健
康

を
守
る
た
め
に
知

性
を
動
員
し
て
、

と
も
に
力
強
く
声

を
上
げ
続
け
ま
し

ょ
う
」
と
の
訴
え

が
あ
っ
た
。

　
「
台
湾
有
事
は

日
本
有
事
」
な
ど

決
し
て
言
っ
て
は

い
け
な
い
。
他
国

の
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
る
こ
と
だ

け
は
絶
対
に
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
平
和
の
た

め
に
は
兵
器
の
〝
爆
買
い
〞
よ

り
も
〝
対
話
〞
が
必
要
だ
。

矢野  正明
（理事／板橋区）

台湾有事で全島避難？

※内閣府2024年６月3日
　作成資料より抜粋

東
京
反
核
医
師
の
会
が
第
37
回
総
会

 
ガ
ザ
地
域
で
の
医
療
支
援
の
現
状
報
告

ガ
ザ
地
域
で
の
医
療
支
援
の
現
状
報
告

記念講演記念講演

猫塚義夫氏

核
兵
器
廃
絶
・
核
戦
争
阻
止

東
京
医
師
・
歯
科
医
師
・
医
学

者
の
会
（
以
下
、
東
京
反
核
医

師
の
会
）
が
２
月
１
日
、
東
京

保
険
医
協
会
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

で
第
37
回
総
会
を
開
催
。
２
０

２
４
年
度
活
動
報
告
、
25
年
度

の
活
動
計
画
な
ど
が
審
議
、
承

認
さ
れ
た
。

活
動
計
画
に
は
、
２
０
２
５

年
が
原
爆
投
下
か
ら
80
年
の
節

目
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
用
い
た
積

極
的
な
情
報
発
信
を
行
う
こ
と

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｎ
Ｗ
世
界
大
会
へ
の
代
表
派
遣

も
確
認
し
た
。

総
会
後
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人

が
住
む
ガ
ザ
の
紛
争
で
核
兵
器

が
使
用
さ
れ
る
懸
念
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
地
で
長
期
に
わ
た

り
医
療
支
援
を
行
っ
て
い
る
猫

塚
義
夫
氏
（
北
海
道
パ
レ
ス
チ

ナ
医
療
奉
仕
団
団
長
）
に
よ
る

記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
猫
塚

氏
は
昨
年
12
月
に
ガ
ザ
で
支
援

を
行
っ
た
際
の
写
真
な
ど
の
豊

富
な
資
料
を
基
に
解
説
。
医
療

支
援
中
、
と
も
に
支
援
に
当
た

っ
て
い
た
医
療
従
事
者
や
国
連

職
員
の
多
く
が
亡
く
な
っ
て
し

ま
い
「
糞
尿
と
死
臭
が
立
ち
込

め
る
中
で
の
支
援
だ
っ
た
」
と

悲
惨
な
現
状
を
語
っ
た
。
停
戦

は
実
現
し
た
も
の
の
、
ア
メ
リ

カ
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
も
と
で
は
「
危
険
な

『
現
状
維
持
で
の
停
戦
』
が
心

配
さ
れ
る
」
と
し
た
。
ま
た
、

参
加
者
に
対
し
て
、「
生
活
の

１
％
で
も
ガ
ザ
に
関
わ
り
を
持

っ
て
ほ
し
い
」
と
ガ
ザ
問
題
へ

の
理
解
を
求
め
、
閉
会
し
た
。

▼
記
念
講
演
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
中

猫
塚
氏
の
記
念
講
演
の
模
様

は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
さ
れ
て
い
る
。

左
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。

WEB配信は
こちらから

 糖尿病は歯科も含む統括管理が必須 糖尿病は歯科も含む統括管理が必須東
京
歯
科
保
険
医
協
会
と
東

京
保
険
医
協
会
、
千
葉
県
保
険

医
協
会
の
共
催
に
よ
る
医
科
歯

科
連
携
研
究
会
２
０
２
４
が
２

月
２
日
、「
糖
尿
病
診
療
・
歯

周
病
対
策
の
最
前
線
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
。
会
場
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参

加
合
わ
せ
128
名
が
参
加
し
た
。

医
科
か
ら
栗
林
伸
一
氏
（
医

療
法
人
社
団
三
咲
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
理
事
長
）、歯
科
か
ら

は
山
本
龍
生
氏
（
神
奈
川
歯
科

大
学
歯
学
部
社
会
歯
科
学
系

社
会
歯
科
学
講
座
口
腔
衛
生
学

分
野
教
授
）が
講
演
し
た
。

栗
林
氏
は
、「
糖
尿
病
診
療

の
現
状
と
対
策
〜
治
療
薬
の
画

期
的
進
歩
と
咀
嚼
機
能
維
持
を

踏
ま
え
て
〜
」
と
題
し
、
最
新

の
糖
尿
病
患
者
の
デ
ー
タ
や
管

理
、
治
療
薬
の
特
徴
に
つ
い
て

解
説
し
た
後
、
生
活
習
慣
病
管

理
料（
Ⅱ
）の
問
題
点
に
言
及
。

歯
科
と
の
関
わ
り
と
し
て
、
咀

嚼
機
能
維
持
の
重
要
性
や
、
歯

科
の
定
期
受
診
の
有
無
に
よ

り
、
糖
尿
病
腎
症
の
進
行
度
に

差
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
報
告
。

糖
尿
病
は
歯
科
介
入
も
含
む
統

括
的
管
理
が
必
須
と
し
た
。

次
い
で
、
山
本
氏
は
、「
歯

周
病
対
策
の
最
前
線
予
防
の
重

要
性
と
糖
尿
病
を
踏
ま
え
た
医

科
歯
科
連
携
」
と
題
し
、
歯
周

病
の
病
変
に
つ
い
て
解
説
し
た

後
、
歯
周
病
治
療
に
は
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
が
最
も
重
要
で
有
益
で

あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。ま
た
、

歯
周
病
と
全
身
疾
患
の
罹
患
率

と
糖
尿
病
の
関
係
に
つ
い
て
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
も
触
れ
、
歯

周
治
療
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
糖
尿
病

と
歯
周
病
の
理
解
が
深
ま
っ

た
」「
積
極
的
な
医
科
と
の
連

携
が
重
要
と
再
確
認
し
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

当日の講演は、デンタ当日の講演は、デンタ
ルブックで公開中。ルブックで公開中。
ぜひご覧ください。ぜひご覧ください。

▶▶▶

医
科
歯
科

　
連
携
研
究
会

（左から）栗林伸一氏、山本龍生氏

「保険医休業保障共済保険」の資料請求はWEBで 東京歯科保険医協会 共済制度 資料請求 🔍🔍🔍検索検索検索
※厚生労働省「令和５年患者調査」より協会が作成

☜

確定申告終わった！
今年も問題なさそうだ

お疲れ様
そういえば

保険って入ってる？

年々体力が…

0

200

400

600

800

３⼤疾病の患者数（⼈⼝10万対⽐） ※

がん（悪性新生物）

心疾患（高血圧性のものを除く）

脳血管疾患

歳

えっ
怖いね

40代から3大疾病
増えるのよ…

ちょっと
待ってね…

遊ぼー！

でも、病気に
ならないと掛金が
無駄でしょ？

ならないと掛金が
無駄でしょ？ 保険医協会の

休業保障なら
掛け捨てではないわ

節約はしたい

健康が
一番だけどね

さらに、掛金も
変わらないの！
さらに、掛金も
変わらないの！ 高齢になっても

支払いが増えない！
イイね！

ずっとバリバリ
働けないし

病気になる前に
加入するか！
病気になる前に
加入するか！

資料請求して
おいたわ

健康な今こそ
加入のチャンス

節約はしたい

一番だけどね

ずっとバリバリ 健康な今こそ
加入のチャンスずっとバリバリ

去年は
忙しかった

でも、貯金もあるし
何とかなるでしょ何とかなるでしょ

入院中でも経費はかかる
し、そんなに早く復帰
できないわよ？

１ ２ ３ ４

マンガで学ぶ アラフォーのリスク対策（健康編）

💦
💦

３大疾病の平均在院日数 ※

くも膜下出血

脳内出血

脳梗塞

心疾患（高血圧性のものを除く）

がん（悪性新生物）

14.4

18.3

65.6

101.4

104.5

３大疾病の患者数（人口10万対比） ※

５ ６ ７ ８

少なくとも
２週間以上の
入院は覚悟ね



震災震災とと歯科医師歯科医師 
--東北・能登の現状東北・能登の現状--

能登半島地震によって、七尾市以北の歯科医療機関は何らかの被
害を受け、ある地区では、電気が回復しても上下水道が破壊された
まま。またある地区では、電気の復旧すらできぬ故に長期にわたり
機能停止となりました。再開できても周辺人口の減少で診療時間の
短縮を余儀なくされたケースも多いです。さらには、地域全域が壊
滅的被害を受け、発災から１年を経過しても住民の帰還もままなら
ない中で、たとえ再建を目指しても、将来の見通しが立たず不安だ
と吐露する方もいます。

生きていたことが奇跡
半島の西にある、重要文化財の總持寺祖院で有名な輪島市門前
町。その地で寺の門徒代表でもある後輩の歯科医師が、発災時に２
分間にも及ぶ長いトルネードのような激しい振動に襲われ、「前半
は神や仏が自分に課した『試練』と思い込もうとしたが、後半はあ
まりの長さと激しさのあまり、不謹慎にも『怒り』に変わった」と
表現しました。それも頷けます。なにせ、彼の自宅はぺしゃんこに
潰れ、生きていたことが奇跡と思える有様でした。心に深い傷を負
ったにもかかわらず、比較的早く再開に漕ぎつけたのは、自らの生
活と地域の医療を守ろうという彼の執念だったのでしょうか。
門前町から少し西に移動した海岸一帯は黒島地区。セメントで造
られた堤防らしき囲みの内側は、海水が消え250m沖合まで砂浜と
なりました。その北には４mの隆起と報道された鹿磯漁港は海底の
岩が露出。地震のエネルギーの大きさがいかに巨大なものかと思い
知らされます。門前町に隣接する南側は原発のある志賀町。原発は
休眠中でしたが、それでも「海にも空にも逃げられなかった」と避
難計画の見直しについて町長が発言したのです。松本清張の推理小
説「ゼロの焦点」の舞台となった「ヤセの断崖」や「巌門」も近
く、崖崩れも発生。一度、観光がてら現地を訪ねてみてください。
半島の東端にある珠洲市ですが、最も甚大な被害を受け、生業再
建はおろか、未だに公費解体も半分程度しか進んでいません（今年
１月10日時点で最も進んでいる珠洲市が60. ３％、輪島市が34. １
％）。住民の帰還は現場の肌感覚では半分と認識されています。珠
洲市は上下水道が長く途絶えていた（今でも一部は仮設トイレ）た
め、歯科診療所の再開が遅れに遅れた地区。５軒のうち、１軒は頑
健な建物だったため配管の一部損傷程度の被害に留まり、上水道の
復旧の後には半日診療程度の再開ができました。今年１月にさらに

１軒が午前中診療に漕ぎつけました。２月には仮設商店街の一角
で、３軒目も再開しましたが、資金に余裕がないため、倒壊した旧
診療所から使える機材（ユニット１台に流し台一式程度は使えたも
のの、レントゲンや滅菌機は壊れました）を業者の協力を得て運び
出して 、再出発したのです。今後の設備投資や診療時間延長など
は、患者さんの動向を見てからの判断にならざるを得ませんが、３
年後には、その仮設店舗さえ退去を強いられることに「理不尽だ」
との思いを漏らしています。

人口減少による閉院も
輪島の市街と珠洲市の間の山間に輪島市町野町があります。私の
友人歯科医師が長く開業してきた地区です。発災直後、テレビに安
否不明者として彼の名が流れたときは衝撃を受けました。我々関係
者の動揺をよそに、彼は避難所となった寒々とした体育館で、歯科
医師としての使命からいち早く口腔ケアを始め、歯科衛生士の奥さ
んは避難所のトイレの汚物処理を続けていたことを後で知りまし
た。町野町は北前船で栄えた「時国家」の屋敷に近く、土地の地名
にもなっている姓を背負った彼は、逃げ出すわけにもいかない、怯
むわけにもいきません。早くから再建を目指し動き始めたのです。
「石川県なりわい再建支援補助金」の申請に悶絶しながら、家屋や
診療所の再建を担う職人の手配に奔走し、しばらくして、もう一歩
というところまで漕ぎつけました。しかしその矢先、９月21日の集
中豪雨に襲われたのです。そばを流れる河川が氾濫し、床上170cm
の泥水が真新しい壁を流し、至る所を泥で埋めました。普通なら、
ここで挫折してもおかしくない…。だが彼は、地元のために奮い立
ちました。ただ同じ地区のもう１軒の歯科診療所は、人口減少など
により昨年12月末で閉院してしまいました。（続く）

今年も３.11が近づいてきました。もう14回目になるのですね。忘
れっぽい私ですが、14年前のこの日に始まる一連の記憶だけははっ
きりしています。この日がなければなかったであろう、現在の私を
想うときでもあります。
私は、診療中に松島町で被災しました。それでも無事に避難し、
その夜は松島湾内の小島に打ち砕ける津波の様子を眺めながら、高
台のホテルで過ごしました。その後、徐々に他の地域の被災者の悲
惨な状況を知るにつれて、私は大層恵まれていたのだと気付かされ
ました。無事だった私は、診療所のスタッフとともに、翌日から避
難所巡りを始めました。その後、県外からの医療支援を受けながら
３カ月、県内各地の避難所の歯科医療支援を続けました。松島海岸
診療所での歯科診療が再開してからは、外からの支援スタッフに頼
ることが多くなりました。
活動地域は、松島町の他、東隣の東松島市とその東の石巻市の避
難所でした。県外から来られた支援者たちは、頼れる人たちでし
た。その中で、とても印象深かったのは、東京歯科保険医協会から
派遣されてきた方々でした。避難者への支援の在り方や実際の活動
など、多くのことを学ばせていただきました。また、この活動地域
が、その５カ月後から今日まで、私が訪問診療専任の歯科医として
13年余り活動を続けてきた診療圏となりました。
当初は、「歯科でも往診してもらえるのですか」という声ばかり
が聴こえました。被災直後、福祉避難所への支援で繋がりのできた
介護施設での歯科診療を皮切りとして、特養などから次々と依頼が

来るようにもなりました。医科や介護関係のスタッフとも連携でき
るようになってきました。３.11があったから、今の私の歯科訪問
診療があるのです。

県外からの支援が力に県外からの支援が力に
私がパート医として勤める東松島市の歯科医院の院長は、津波で
全壊となった診療所の再建を決意された背景について、「東京から
のご支援に大きく支えられた」と語っています。あの時、県外から
のご支援はとても大きな意義がありました。
現在の被災地は、誰を守るのか分からない巨大な防潮堤がある一
方、高台に移住して数年、今では住民が生活に落ち着きを取り戻し
たこともあり、現段階での復興の評価はさまざまです。その中で
も、大震災当時の被災者と支援者の心温まる交流は、無形の財産を
築いたのだと思います。被災地の３月11日は、犠牲者を悼む日であ
るとともに、「ご支援いただきありがとうございました」と声を挙
げたくなる特別な日として今後も続いていくことでしょう。

１４１４回目のありがとう回目のありがとう
宮城県保険医協会理事長　井上 博之
 （松島海岸診療所）

３月11日、東北地方を中心に甚大な被害をもたらした東日本大震災
から14年が経過する。２０２４年は元旦に能登半島地震が発生し、石川
県保険医協会会員の歯科診療所が被災した。地域医療の一端を支え
る各地の歯科保険医は、こうした災害とどのように向き合ってきたの
か。被災当時の様子や、復興への道のりを宮城県保険医協会・井上博之
理事長、石川県保険医協会・平田米里副会長に綴ってもらった。

再建襲った豪雨にも屈せず再建襲った豪雨にも屈せず
地元のため奮い立つ会員地元のため奮い立つ会員

石川県保険医協会副会長　平田 米里
 （平田歯科医院）

能登・被災診療所のいま能登・被災診療所のいま（前編）（前編）

避難所での歯科健診の様子避難所での歯科健診の様子

町野町で全壊判定を受けた歯科診療所―町野町で全壊判定を受けた歯科診療所―
窓枠が外れ、駐車場には地割れも起きている窓枠が外れ、駐車場には地割れも起きている窓枠が外れ、駐車場には地割れも起きている
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